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1951年吾国に於て初めて報告されたボトリヌス

中毒はその後北海道に合計5例の発生があり、そ

の何れもが「魚の飯ずし」に起因するE型菌によ

るものであると報ぜられている。余等も1953年10

月八郎潟南岸の南秋田郡天王町に発生した食中痴

の原因食品の「川鯛の飯ずし」よりボトリヌスE

型毒素ど菌株を検出したが、これが日本本州に於

ては初めての検出であつた。このことは.2.3誌に

発表したとおりである。然るに今年1955年6月上

旬又も同じ秋田県下南秋田郡の八郎潟西南岸に面

する 1農漁村に於て「鰈の飯ずし」による食中舷

が発生し、その原因菌を追究したとこるポトリヌ

スE型滋に起因するものであることを確認したの

で現在まで実施した検索のあらましを報告する。

][.猿 生 の 概 況

場所は南秋田郡払戸村字福川で、この村は背て

「飯ずし」中毒の発生した既往のある村である。

(1951年10月下旬同村小深見部落の農家で「はぜ

の飯ずし」を摂食し 4名が発病しうち2名が死亡

した例で、当時余等はその中縣原因を確め得なか

つたものである。）

今回の発生は農業吉△長△助方で家族及び農事

の手伝人合計11名が5月30日の朝食と董食に同家

で漬込んだ「鰈の飯ずし」を摂食し、そのうち6名

が同日夕刻より翌31日の早朝にかけて発病した。

附近の医師の往診を求めたところ、容態のただな

らぬ為に、急追秋田県立中央病院へ入院を勧めら

れ、その途中 1名は車上で死亡し、他の 5名は入

院加療したが 4名は死の転帰をとり、恢復したも

のは唯の 1名のみであつた。

夏．息者及び死者の状況 （表1)

今回の食中痴は同時に三世帯に発生した。原因

食品の摂食者11名中発病者は 6名で55%、死亡者

は5名の致命率83劣で、摂食より発病まで（潜伏

期）短いものは 8時間、長いもので23時間30分、

平均は15時間以内であつた。

息者に共通であつた症状は嘔吐、嘔気、全身倦

怠感、脱力感の他特に手指の運動障碍、呼吸困難

口渇、喋下困難、しびれ感、吸声、眼症状（瞳孔

散大、眼瞼下垂、視ヵ低下、複視）等で、下痢、

発熱等はなく、意厳は危篤状態に入るまで明瞭で

あつた。代表的な 1例の経過を記すと次のとおり

である。

息者吉△長＾郎当42年男農業。

「飯ずし」（摂食量約200ら）摂食後8時間の 5月3

0日午後8時頃、手指のしびれからはじまり、指を

曲げることは出来るが伸ばす事が出来ず、中風の

ような症状をもつて発症し、喫煙しようとしても

煙草を支える事が出来なかつた。 10数分後より眼

症状（複視、瞳孔散大）が著明となり、この状態を

経過し午後9時30分頃より嘔吐2~3回を繰返した

ので臥床した。午後10時附近の医師の往診を受け

た頃は声が吸れて息者のいう言葉を聞きとるのに

苦労したという。翌31日午前0時入院するためト
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（第 I表） 「飯 ず し」 掘 食 者 の 佃 人 的 調 査 表
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ラックに乗車する時は腰が不安定であつたが看談

人の世話をかりる事なく乗車し約 2時間後に入院

•した。午前 2 時20分頃より口渇を訴えたので水を

与えた。しかし唖下困難のため飲めなかつたので

クオルを濡らして口に含ませたが、苦痛が甚しか

った。この頃息者に字を書くよう奨めたら書いた

字は判読の出来ないものであつた。

午前4時頃より腹部の膨満が顕れ、患者はしき

．りと腹部を圧迫して呉れるように看護人に頼ん

だ。同 5時頃より呼吸困難となつたが、脈捕、意

織は大した変化なくこのまま約2時間後の午前 7

時頃より一般症状悪化し、意撒不明昏睡状態にな

り、それより約 1時間後には爪が蒼白となり、角

膜涸濁等を来して午前8時30分死亡した。

w. 「蘇の飯ずし」について

鰈は 5月23日午前8時頃息家戸主の弟が隣村の

潟西村鵜木部落沖より約10貫を漁獲したもので息

家では約3貫目を譲り受けたものである。 この鰈

は「たかのはかれい」の通称があり、 この季節に

は長さ約15cm位の大きさとなるが、 「飯ずし」以

外には余り調理されないものであるという。

「飯ずし」を漬込んだのは戸主の母リサで当75

オで、 5月23日分与された鰈の頭部及び内臓を除

去して三つ切りにし、充分水洗し（簡易水道水

で）翌24日まで水に浸し（その間数回換水したが

調理人が死亡したため回数は不明）、人肌程度に

温度が下つた米飯と混ぜ、それに約200gの食塩を

混和して桶に漬込んだものである。

この「飯ずし」はそれより 5日後の 5月29日午

後7時30分死亡者の 1人である吉△末△郎が初め

で試食し、次いで翌30日の朝萱食に11名が摂食し

たものである。

V.ポ菌の細菌的検索

(1) 検査材料

飯ずし （桶に残つたもの）

-3-

息者吐物

9 糞便

(2) 方

(2名の息者からえたもの）

（息者 1名）

法

1. 需素の検出

「飯ずし」は米飯及び魚肉に分け、各＾その

20gに等量の生理的食塩水を加え滅菌乳鉢

でよく磨細し3000回転20分遠心後シヤンベ

ラン濾過器を通し、•その濾液（何れも PH

-4.6)を15g内外のマウスの腹腔内に0.5cc宛

接種した。その結果魚肉の方は約 1時間半

後に発症し腹壁の陥凹後饂廠痺、呼吸困難

等ボトリスヌスを疑わしむる症状を呈し、

接種後2時間にして斃死した。米飯の方は

7時間目までは異状なく以後13時間以内に

斃死した。

一方これ等の濾液を806c.30分加熱した

ものについて同様に実験した結果r.t: 1週

間観察したが何等異状を認めなむ

又これ等の沈査は各々 5本宛の肝々プイ

ヨンに1白金耳を移植し60°0.l時間加熱し

て35°cの孵卵器に納め18時間培養したも

のについて「飯ずし」濾液と同様の実験を

行つたが結果は同じであつた。

次に患者の吐物及び糞便も「飯ずし」の

沈査と同様に培養しその濾液についての実

験の結果は総て同様であつた。

2. 蔀素の中和試験 • 

「飯ずし」そのもの及び「飯ずし」息者の

吐物糞便の培養液中に存在する蔀素は何れ

もボトリヌスE型抗毒素血清によりそれぞ

れ完全に中和されA型、 B型は中和されな

い。 （第2表参照）
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第 2表

毒~IA 型 IB 型 IE 型 1 対照
原

液 I・ •I• •1° 01・・
X 

10 I ・・ I• •J o o i• • 
X 

100 I• o j• •\o o i• o 

x 1.000 I O O I O O I O O I O 0 

3. 

中和試験実験例

0～生存マウス

● ～斃死マウス

「＊」菌の分離培養

「飯ずし「「吐物」 「糞便」等の肝々プイ

ヨン培養液を緬羊血液を用いたツアイスラ

一平坂培地に塗抹し予め少量の10,;NaOH

液とピロガロールを月lj々に入れてある嫌気

性瓶に納め、真空ボンプで陰圧としたのち

両者を混和して残存酸素を吸収せしめ35°

C, 48時間培養して夫々の検体よりボ酒を

捩う歯株を分離し得た。 これ等菌株の肝々

プイヨン培養液中に存在する。毒素はE型

抗毒素血清により完全に中和され、従つて

ボトリヌスE型菌と考えられる。

これ等の菌株の諸性状、瑚力その他につい

ての実験は現在実施中である。

w．綜括並びにむすび

1) 

2) 

昭和30年5月30日秋田県南秋田郡払戸村字

福川に於て「鰈の飯ずし」による 6名の中噺

息者が発生し、 うち 5名が死亡した。

これ等の息者は5月29日～30日査食に30g~

3) 息者は潜伏時間8~18時間、平均15時間で

発症し主な症状は悪心、嘔吐、

6) 

離した。

しびれ感、ロ

渇、暖声、眼症状、燕下困難などの分泌並び

に神経症状が著明である。

4) 死亡者中 1名（摂食量約30g)を除いては

何れも 130~300gの多量を摂食し、発症から

死亡までの平均時間は18時間で、致命率は

83%である。

5) 病因物質を追求の結果「飯ずし」及び「飯

ずし」の埓養液、息者吐物、糞便等の培養液

中にボトリヌスE型痴素の存在を確認した。

又これ等の検体からポトリヌスE型菌を分

（参考文献省略）
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300;sの「飯ずし」を摂食した。 この 「飯ず

し」は 6日前に八郎潟より漁獲された「たか

のはがれい」を使用して漬け込みこの時初め

て摂食したものである。


